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本研究では、双性イオン型高分子である Poly(Sulfopropyl Betaine) (PSPB) からなるブラシをリビ
ング重合法のひとつである原子移動ラジカル重合 (Atom Transfer Radical Polymerization, ATRP) 
法により固体基板上に構築し、得られた双性イオン型高分子ブラシの高い親水性や、BSA (Bovine 
Serum Albumin) 及び LYS (Lysozyme) 等のタンパク質に対する非特異吸着抑制能などの特徴的
な表面特性を、接触角測定やBCA (Bicinchoninic Acid) 法を用いたタンパク質吸着測定により確認
した。 
また、得られた PSPBブラシ末端から再度 ATRP法を用いて、活性エステル型ビニルモノマーであ
るMAOSu (Methacryloxy Succinimide) を導入し、SPB とMAOSuからなるジブロック共重合ブラシ 






び金コロイドによる吸光度変化を利用した局在表面プラズモン共鳴 (Localized Surface Plasmon 
Resonance, LSPR) 法により確認し、複合ブラシ型センサとしての応用を検討した。 
また、SPB と類似構造を持ち、かつ、溶剤による制限が少なくコスト面で優れている双性イオン型
単量体 Carboxymethyl Betaine (CMB) を用いて、ATRP法により高分子ブラシ Poly(Carboxymethyl 
Betaine) (PCMB) を固体基板上に構築した。本ブラシが SPB 類似の高い濡れ性やタンパク質吸着












高分子シランカップリング剤 (S-PCMB) による表面改質を検討した。 
接触角測定、タンパク質吸着測定等、表面特性評価により高い親水性とタンパク質の非特異吸着
抑制能を有し、さらに CMBが 90 %という高含率でも、水中で溶解等が起こらない安定な薄膜がワン
ポットで構築可能であることを示した。 






















Poly(Sulfopropyl Betaine) (PSPB) からなるブラシを、リビング重合法のひとつである原子移動ラジ
カル重合 (Atom Transfer Radical Polymerization, ATRP) 法により固体基板上に構築し、得られた
ブラシの高い親水性や、タンパク質に対する非特異吸着抑制能などの特徴的な表面特性を、接触
角やタンパク質吸着測定により明らかにした。 
















ることは確実であり、博士 (工学) の学位論文としての価値が認められた。 
 
